
森・川・海を通じた生物多様性
の保全の推進 



森林と漁場保全 ① 

○ 水産生物の産卵や幼稚魚の生育の場となる藻場・干潟  

 藻場・干潟は、漁業生産を支え、産卵や幼稚魚の育成の場とな
るなど海の資源を育んでいます。 

 藻場などを有する豊かな海を維持するために、森林が土砂流
出を防止する機能や、森林土壌などから供給される腐植酸によ
る栄養塩類の吸収能力を高める機能が役立っていると言われて
います。 

「森は海の恋人」という言葉は、 
気仙沼市大川流域に住む歌人熊谷龍子さんの 
「森は海を 海は森を恋いながら悠久よりの愛紡ぎゆく」 
という一首から生まれました。 

豊かな命を育む森林と海のつながり  

我が国は森林国かつ海洋国。 

海は陸の森林から大きな恩恵を
受けていると同時に、森林の環
境悪化は海にも大きな影響を与
えます。 

○ 森林は水質を浄化し、土砂の流出を防止する  

 森林が雨水による土砂の流出を防ぐとともに、雨水が森林の
土壌を通過することにより、ミネラルが増加しています。 

 森林はおいしい水を供給し､生き物のすみかとなる海藻を育て
ています｡ 
 
 

富栄養化の原因 水をおいしく感じさせる 

雨水 

成分 

森林の土
壌を通 っ
た水 

窒素 リン カリウム ｶﾙｼｳﾑ ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ 

7.18 

1.70 0.20 
4.50 

5.67 

2.76 

0.45 
2.28 2.80 1.28 

単位：kg/ha・year 

豊かな藻場 藻場の消失した磯焼け現象 
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森林と漁場保全 ② 

○魚つき保安林の指定・管理 

 水面に対する森林の陰影の投影、魚類等に対する養分
の供給、水質汚濁の防止等の作用により魚類の 

 気仙沼湾は湾内に流入する大川の恵み
を受ける牡蠣の産地ですが、漁場環境が
年々悪化していたため、牡蠣養殖業を営
む畠山重篤氏を中心に「森は海の恋人」
というスローガンを掲げ、漁業者、地域住
民が平成元年か  

○ 襟裳岬 「えりも岬の緑を守る会」 

 明治以降の開拓、放牧等により、襟裳岬は「えりも砂漠」と言わ
れるほど荒廃していました。 
 このため、昭和28年に国有林が緑化事業に着手し、漁民の
方々の協力も得ながら、森林の再生を行っています。 

 この結果、森林の復元により海もまた生き返り、漁獲量は飛躍
的に増加しました。 

漁民による森づくり  

漁民による森づくりは、全国的な広がりをもつ運動となっていま
す（平成21年度現在で177ヶ所）。 

昭和28年頃の襟裳岬 
赤土の禿山が連なる 

現在の襟裳岬国有林 

○漁場保全の森づくり推進事業 

 平成１９年度から林野庁と水産庁の連携により、漁場環境
の保全に資する森づくりを推進しています。 

汽水域の形成
藻場造成

磯根資源生物

魚礁設置

アマモ場造成

栄
養

栄
養

栄
養

栄
養

栄
養

漁場保全の森づくり事業
林野庁と水産庁が連携した漁場環境の保全に資する森づくりの推進（イメージ図）

間伐材等の利用
水質の浄化

栄
養

栄
養

栄養物質の供給

干潟造成
（アサリ増殖場）

土砂流出防止

水源の涵養

漁場保全の森づくり
（奥地保安林保全緊急対策）
渓畔林・奥地保安林等の整備・保全

流量の安定

漁場保全の森づくり
（保安林改良）

針広混交林化、本数調整伐等

漁場保全の森づくり
（海岸防災林造成）
海岸林の造成・整備

魚つき保安林 ら大川上流の室根山の植樹等の活動を進めています。 
（今年も６月５日に実施） 

 この取り組みは、小中学校の教科書でも取り上げられていま
す。  

緑化面積と魚介類水揚げ量 

棲息と繁殖を助けるた
め、現在、約5万8千ha
指定されています。 

○ 気仙沼 「牡蠣の森を慕う会（NPO法人森は海の恋人）」 
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